
教育学部　乳幼児発達学科
第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

６６条の６に定める科目

音楽Ⅱ音楽Ⅰ

玉川の教育

健康教育 体育

大学が独自に設定する科目

教育学概論 保育者論 名著講読（人文科学）

名著講読（社会科学）

名著講読（自然科学）

全人教育実践演習A 全人教育実践演習B

日本国憲法

情報科学入門

現代教育研究Ⅰ 卒業課題研究Ⅱ

・児童学・児童文化・子どもの遊びと育ち・子どもと家族の福祉人間関係論・救急処置法

教育インターンシップ（幼）A・教育インターンシップ（幼）B・教育インターンシップ（幼）C・教育インターンシップ（幼）D
保育インターンシップA・保育インターンシップB・保育インターンシップC・保育インターンシップD

一年次セミナー102

アカデミックスキルズ
人文科学（ライティング）・人文科学（リーディング）

自然科学（ライティング）・自然科学（リーディング）

社会科学（ライティング）・社会科学（リーディング）

ELF

現代教育研究Ⅱ

一年次セミナー101

教育の制度と経営

教育哲学・教育社会学・教育方法学

教育原理

学習・発達論

卒業課題研究Ⅰ

保育内容総論

保育カリキュラム論 幼児指導論

教育の方法と技術

幼児理解と教育相談

教職実践演習（幼）教育実習指導 教育実習（幼稚園）

国語・算数・生活・音楽（幼）

理科・図工（幼）・体育（幼）

保育原理

子どもの保健 子どもの健康と安全

乳児保育Ⅰ 乳児保育Ⅱ

保育内容指導法（健康）・保育内容指導法（人間関係）・保育内容指導法（環境）・保育内容指導法（言葉）・保育内容指導法（表現）

保育実習Ⅰ

保育実習指導ⅡorⅢ
保育実習ⅡorⅢ

保育実習指導Ⅰ

社会福祉 子どもと家庭福祉
社会的養護 社会的養護演習

特別な配慮を必要とする

子どもの理解と援助Ⅰ

子どもの食と栄養

子育て支援演習

特別な配慮を必要とする

子どもの理解と援助 Ⅱ

子どもと家庭の発達心理学 保育の心理学
保育実践論A・保育実践論B・保育実践論C

○教育学・保育学における基本的な知識を体系的に理解した上で、教育・保

育に関する確かな専門的知識を修得し、さらにそれらの知識を歴史・文化・

社会・自然と関連付けることができる。

学部 DP‐1：知識・理解

学部 DP‐3：態度・指向性

○教育学・保育学の視点から様々な社会の諸問題に主体的に関心を持ち、

多様な人や文化を理解し、共生できる力を身に付けることで社会的責任を

持って社会発展に積極的に関与できる。

○教育・保育およびその関連分野におけるヒューマン・サービスの社会的意

義と特性を理解し、豊かな人間性と使命感、および倫理観を持って人の成

育や福祉に関する分野において協調・協働力、そしてリーダーシップを発

揮できる。

○自らを律して行動し、教育学・保育学を基盤として、大学院への進学や生涯

学修・研究し続けることで、変化の激しい社会に適応できる。

○我が国ならびに他国における多様な文化を尊重し、グローバル社会におい

てSDGs達成を視野に入れ、誰一人取り残さない、持続可能で多様性と包摂

○乳幼児から成人に至るまでの人としての育ちについての深い見識を備えた

上に、教育・保育に関する専門的知識や技能を修得し、それらの知見を広く

生活（歴史・文化・社会・自然など）と関連付けることができる。

乳幼児発達学科 DP‐１：知識・理解

乳幼児発達学科 DP‐3：態度・指向性

○教育・保育に関する理論と実践に基づいた専門的な知識と技能を総合的に

活用することによって、協調・協働力、そしてリーダーシップを発揮し、教育・

保育の発展に貢献するとともに、現代社会の問題解決に積極的に寄与する

態度・姿勢を持つことができる。

○幼稚園の教員や保育士の役割や教育・保育の社会的意義と特性を理解し、

実践に向けて主体的、創造的、協働的に取り組むことができる。

乳幼児発達学科 DP‐2：汎用的技能

学部 DP‐2：汎用的技能

○基礎的な言語操作力、数理分析力を確実に身につけ、確固たる情報リテラ

シーによるICTを効果的に活用できる。

○自ら課題を設定し、研究を重ねることにより、教育・保育における諸課題に

ついて考察し、解決のための方法を論理的に思考し、実践に向けて主体

的、創造的、協働的に取り組むことができる。

生命と性の教育・異文化理解と教育

歴史（日本）・哲学

大学が独自に設定する科目

全人教育論


